
円
教
院
日
意
上
人
は
、
師
行
学
院
日
朝
上
人
・
法
弟
宝
聚
院
日
伝
上
人
と
共
に
身
延
の
教
学
の
充
実
と
伽
藍
整
備
に
大
な
る
功
績
を
残

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
身
延
山
史
上
で
「
朝
・
意
・
伝
三
師
」
と
称
さ
れ
、
身
延
中
興
の
三
師
と
呼
び
、
高
く
評
価
さ
れ
た
人
で
あ
ふ
缶

日
意
上
人
は
、
も
と
天
台
宗
の
学
匠
に
し
て
泰
蕊
と
い
い
、
勢
州
妙
蓮
寺
の
貫
首
で
あ
っ
海
矛
後
に
日
蓮
宗
に
改
衣
し
て
身
延
十
一
世
行

学
院
日
朝
上
人
の
弟
子
と
な
り
、
日
意
と
名
乗
る
の
で
あ
論
↑
間
も
無
く
師
日
朝
上
人
の
命
を
輿
け
て
上
洛
し
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）

三
十
二
歳
の
時
、
京
都
妙
傳
寺
を
開
創
し
二
十
数
年
間
住
す
詠
犀
そ
し
て
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
五
十
六
歳
の
時
に
は
、
身
延
山
十
二

世
に
晋
董
さ
れ
二
十
一
年
間
活
躍
す
る
。

永
正
十
六
年
（
一
五
一
九
）
七
十
六
歳
に
て
遷
化
す
る
が
、
そ
の
生
涯
を
大
き
く
分
け
て
見
る
と
、
Ｈ
天
台
宗
学
匠
の
泰
藝
時
代
、
ロ

京
都
本
山
妙
傳
寺
時
代
、
㈲
身
延
山
久
遠
寺
時
代
の
区
分
に
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
日
意
上
人
の
業
績
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、

何
よ
り
も
第
一
の
功
績
は
「
身
延
文
庫
」
の
発
展
に
大
な
る
業
績
を
残
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
師
日
朝
上
人
の
御
遺
文
蒐
集
に
情

熱
と
精
魂
を
傾
け
た
そ
の
意
志
を
引
き
継
が
れ
努
力
し
、
『
蔵
書
目
録
』
（
高
祖
御
筆
御
書
註
文
・
台
教
聖
教
注
文
日
意
所
持
戦
〉
を
作
成

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る

二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て

一
、
は
じ
め
に

桑
名
貫
正

(妬）



現
存
す
る
日
意
上
人
の
著
述
本
・
写
書
本
・
所
持
本
の
多
く
は
日
蓮
宗
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
の
「
身
延
文
庫
」
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
巻
数
は
二
百
数
十
巻
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
他
、
京
都
の
本
山
妙
傳
寺
所
蔵
等
の
典
籍
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今
日
、
そ
の
日
意
上

人
典
籍
関
係
の
文
献
資
料
等
の
概
要
を
「
円
教
院
日
意
上
人
著
述
目
録
」
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
論
缶
こ
の
日
意
上
人
御
筆
の

典
籍
の
中
に
は
、
日
意
上
人
の
誕
生
・
出
家
の
年
齢
等
に
関
す
る
書
写
奥
書
等
の
識
語
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
等
を
手
掛
か
り
に
考
察

を
推
し
進
め
る
と
次
の
様
な
こ
と
が
認
識
で
き
る
の
で
あ
る
。

日
意
上
人
の
第
二
の
功
績
は
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
八
月
一
干
五
日
辰
刻
の
大
地
震
に
よ
り
、
身
延
山
の
諸
堂
塔
が
悉
く
崩
壊
睦
〉

そ
れ
の
復
興
に
努
め
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
後
董
に
法
弟
日
伝
上
人
を
決
め
、
ま
た
身
延
山
十
四
世
善
学
院
日
鏡
上
人
を
養
育
し
た
こ

と
で
あ
る
。
身
延
山
学
園
の
伝
統
は
、
こ
の
日
鏡
上
人
が
人
材
育
成
の
為
に
西
谷
に
「
善
学
院
」
を
開
校
さ
れ
た
こ
と
を
源
と
す
る
。

日
意
上
人
の
身
延
山
史
上
に
お
け
る
そ
の
位
置
は
、
実
に
大
き
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
前
の
日
意
上
人
伝
の
研
究
に
は
纒
ま
っ
た

も
の
は
見
ら
れ
な
い
の
が
現
状
な
の
で
あ
ふ
配
本
研
究
は
、
天
今
暑
謹
預
代
の
塞
雲
に
つ
い
て
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
誕
生
・
出
家
の
圧
人
里
電

修
学
の
足
跡
を
解
明
し
、
今
日
伝
承
す
る
と
こ
ろ
の
日
意
上
人
と
師
日
朝
上
人
と
の
比
叡
山
同
学
説
に
対
し
て
、
再
考
の
余
地
あ
る
こ
と

を
提
起
し
た
い
。
併
せ
て
、
日
意
上
人
の
改
衣
の
時
期
の
問
題
を
も
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

れ
て
い
る
。

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
録
の
存
在
価
値
は
、
「
身
延
文
庫
」
に
と
っ
て
、
今
日
に
至
っ
て
も
大
き
な
成
果
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
高

祖
御
筆
御
書
註
文
」
は
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
三
巻
に
『
大
聖
人
御
筆
目
録
』
と
し
て
所
収
さ

二
、
泰
藝
（
日
意
上
人
）
の
誕
生
に
つ
い
て

(46）



現
存
す
る
日
意
上
人
御
筆
の
典
籍
中
で
、
一
番
最
初
に
書
か
れ
た
も
の
は
天
台
教
学
書
の
⑪
『
大
綱
深
義
書
』
の
写
害
本
で
あ
ろ
う
。

こ
の
書
写
奥
書
（
四
十
六
丁
裏
）
の
識
語
に
は
、
次
の
様
な
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
極
月
朔
日
辰
下
尅
書
写
畢
泰
藝

以
下
、
典
籍
中
に
お
い
て
考
察
す
る
と
こ
ろ
の
識
語
の
記
載
が
見
ら
れ
る
書
を
、
何
点
か
年
代
順
に
挙
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

天
台
論
義
書
の
②
『
問
茜
蓬
の
書
写
奥
書
（
三
十
一
巻
・
三
十
二
巻
の
合
巻
・
二
十
丁
裏
）
に
は
、

寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
八
月
八
日
申
尅
書
写
早

右
筈
菫
萎
曇
唾
塞
戈

同
じ
く
天
台
論
義
書
の
書
写
本
で
あ
る
③
『
宗
要
集
私
抄
』
九
巻
「
教
相
下
」
書
写
奥
書
に
は

此
抄
鴬
窪
注
来
所
望
一
仏
槻
祈
急
醗
感
二
塁
会
畢
努
々
不
し
可
レ
虚
靭
爾
相
構
々
々
可
し
移
し
之

ラ
ハ

テ
ノ

ー

ー

ヒ

依
二
此
懇
志
写
功
徳
一
法
界
利
益
及
九
界
有
情
平
等
自
他
周
遍
也

干
時
寛
正
七
年
二
月
十
六
日
書
之
詑

山
門
枅
厳
院
都
率
谷
桂
林
房
写
之
泰
襲
繋
哨
二

剛
『
宗
要
集
私
抄
』
二
巻
「
菩
薩
部
上
」
書
写
奥
書
に
は
、

寛
正
七
年
二
月
廿
七
日
戌
下
尅
書
写
旱

持
主
泰
蕊
盤
哩

⑤
『
宗
要
集
私
抄
』
七
巻
「
五
時
部
下
」
に
は
、

文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
三
月
廿
九
日
初
夜
過
書
写
旱

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

(47）



例
『
宗
要
集
私
抄
』
十
一
巻
「
雑
部
下
」
に
は
、

文
正
元
年
五
月
廿
五
日
酉
剋
書
喜
早

梼
厳
院
都
率
谷
桂
林
房
北
向
部
屋
書
之

臺
二

⑧
『
宗
要
集
私
抄
』
四
巻
「
二
乗
部
上
」
に
は
、

文
正
元
年
六
月
六
日
牛
上
尅
害
喜
早

右
筆
泰
襲
畿
二

側
宗
要
集
私
抄
』
五
巻
「
二
乗
部
下
」
に
は
、

文
正
元
年
六
月
十
八
日
未
剋
書
旱

右
筈
圭
蕊
露
涯
四
五
二

⑩
『
一
流
相
傳
法
門
見
聞
』
上
下
二
巻
の
書
写
奥
書
に
は
、

應
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
幻
八
月
廿
七
日
授
泰
藝
詑

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

山
門
梼
厳
院
都
率
谷
涯
林
房
北
向
部
屋
書
之
早

右
筆
塞
蕊
酸
群
四
五
二

⑥
『
宗
要
集
私
抄
』
十
巻
「
雑
部
上
」
に
は
、

文
正
元
年
卯
月
廿
三
日
写
早

泰
襲
盤
坦

(鉛）



榮
舜
花
押

以
上
、
挙
げ
た
書
写
本
は
執
れ
も
が
「
身
延
文
庫
」
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
⑩
伽
の
書
写
本
に
は
、
直
接
に
日
意
上
人
の
誕
生
・
出
家

年
令
考
に
関
す
る
手
掛
か
り
は
見
ら
れ
な
い
が
、
②
の
『
問
壷
蓬
書
写
奥
書
に
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
生
年
四
五
一
歳
と
見
え
る
。
ま

た
側
側
⑥
の
『
宗
要
集
私
抄
』
の
書
写
奥
書
に
は
、
生
年
二
十
二
・
歳
二
十
二
・
薦
九
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
日
意
上
人
の
誕
生
は
逆
算

す
る
と
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
に
書
か
れ
た
日
意
上
人
御
筆
の
典
籍
に
は
始
終
一
貫
し
て
嘉
吉
四
年
（
一
四
四
四
・
改
元
二
月
五
日
文
安
元
年
）

の
生
ま
れ
で
あ
る
と
い
う
識
語
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
典
籍
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑰
『
十
如
是
義
』
上
巻
の
書
写
奥
書
に
、

文
明
二
年
（
一
四
七
○
）
七
月
十
一
日
申
上
剋
書
早

於
小
濱
普
門
寺
堂
写
之
右
筆
泰
襲
韓
逝
子

⑬
『
一
流
相
傳
法
門
私
見
聞
』
上
巻
の
書
写
奥
書
に
は
、

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

法
印
春
海
示

伽
『
初
発
真
住
抄
』
の
書
写
奥
書
に
は
、

文
明
敵
年
（
一
四
七
○
）
瀝
六
月
七
日

武
州
金
鐘
宮
談
所
一
乗
院

奉
授
与
泰
藝
了

写
書
此
了

(＃9）



一
筆

泰
蕊
盤
耕
叫

文
明
三
孵
年
正
月
八
日
書
写
旱

⑱
『
宗
要
集
要
文
』
「
二
乗
部
」
下
の
書
写
奥
書
に
は
、

文
明
三
年
正
月
十
九
日
子
剋
書
写
旱

泰
襲
醒
耕
ユ
才

⑰
『
宗
要
集
要
文
』
「
菩
薩
部
」
の
書
写
奥
書
に
、

文
明
三
年
二
月
九
日
申
剋
書
写
早

泰
蕊
酸
拝
酬
八

側
『
宗
要
集
要
文
』
「
五
時
部
」
下
の
書
写
奥
書
に
、

文
明
三
年
三
月
十
一
日
羊
上
剋
書
写
旱

文
明
二
年
恋
十
月
晦
日
結
願
早泰

襲
盤
塀
七

個
『
宗
要
集
要
文
』
「
二
乗
部
」
上
の
書
写
奥
書
に
、

文
明
二
年
十
月
日

⑭
同
下
巻
の
書
写
奥
書
に
、

宗
要
集
要
文

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

定
性
二
乗
等

泰
蕊
嘩
拝
弐
七

(50）



⑲
『
摩
訶
止
観
大
綱
見
聞
』
第
四
巻
の
書
写
奥
書
に
は
、

文
明
三
年
七
月
十
七
日
夜
子
上
剋
書
宴
手

右
箪
蕊
遥
拝
弐
八

剛
『
第
二
重
私
聞
害
』
の
書
写
奥
書
に
、

文
明
三
年
癖
年
八
月
二
日
夜
子
上
剋
書
了

、
ノ
ノ
ワ

此
本
抄
外
事
一
言
宛
注
之
大
』
呈
争
曹
威
蹴
騨
ス
ル
也

右
筆
泰
襲
盤
凱

伽
『
雑
々
抄
』
（
心
榮
口
伝
）
第
一
の
書
写
奥
書
に
は
、

文
明
三
年
癖
八
月
三
日
戌
剋
於
武
州
金
鐘
寺

佛
乗
房
書
了
右
筆
泰
襲
盤
凱

吻
ヨ
流
相
傳
法
門
私
見
聞
』
上
巻
の
書
写
奥
書
に
は
、

文
明
四
天
露
二
月
十
一
日
申
剋
了

一
流
相
傳
法
門
私
見
聞
第
二
度
〆
泰
蕊
盤
凱
九

一
流
相
傳
法
門
私
見
聞
壁

⑬
同
下
巻
の
書
写
奥
書
に
は
、

文
明
四
天
壁
二
月
十
九
日
書
写
了

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

第
二
度
目

霊
ユ

(麺）



相
傳
法
門
私
見
聞
右
筆
泰
蕊
盤
凱

伽
『
問
答
用
意
抄
』
第
三
巻
の
書
写
奥
書
に
、

文
明
第
七
程
九
月
十
九
日
書
写
了日

意
雀
荊
二
才

鯛
『
即
身
義
私
案
龍
女
分
極
』
の
書
写
奥
書
に
、

ト
シ
テ

ス
ト

是
ハ
勢
州
栞
名
之
寺
為
稽
古
両
三
人
談
合
奥
行
イ
ヘ
ト
モ
聖
教
無
之

ノ

間
私
類
聚
之
也
錐
而
不
致
御
談
過
了
無
念
次
第
也

思
案
シ
テ
日
意
北
挿
生
年
四
十

鯛
『
止
観
法
華
大
意
』
の
書
写
奥
書
に
は
、

於
京
都
一
条
弘
通
所
妙
傳
寺
生
年
五
十
四
書
了

明
應
六
年
町
五
月
升
七
日
巳
尅
斗
書
之
了
日
意
花
押

以
上
、
挙
げ
た
⑫
か
ら
鯛
ま
で
は
「
身
延
文
庫
」
所
蔵
の
典
籍
で
あ
り
、
㈱
の
典
籍
は
京
都
本
山
妙
傳
寺
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
典
籍
の
識
語
に
基
づ
い
て
逆
算
す
る
な
ら
ば
日
意
上
人
の
誕
生
は
一
四
四
四
年
生
ま
れ
と
な
る
。
日
意
上
人
御
筆
の
典
籍
の
識
語
に

一
四
四
五
年
の
誕
生
説
と
一
四
四
四
年
誕
生
説
の
二
通
り
の
基
準
が
見
ら
れ
る
の
は
、
ど
う
し
て
な
の
か
判
断
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

然
し
、
一
四
四
五
年
誕
生
説
の
基
準
と
な
る
典
籍
⑩
～
側
の
識
語
は
、
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
ま
で
し
か
見
ら
れ
な
い
。
文
明
二
年

（
一
四
七
○
）
⑫
『
十
如
是
義
』
以
降
の
典
籍
識
語
は
一
四
四
四
年
誕
生
説
を
述
べ
て
お
り
、
伽
『
問
答
用
意
抄
』
三
巻
の
生
年
三
十
二

歳
、
鯛
『
即
身
義
私
案
立
龍
女
分
極
』
の
生
年
四
十
歳
、
伽
『
止
観
法
華
大
意
』
の
生
年
五
十
四
歳
と
見
ら
れ
る
が
如
く
、
後
説
は
晩
年

に
至
る
ま
で
変
わ
ら
な
い
基
準
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
日
意
上
人
の
誕
生
は
一
四
四
四
年
生
ま
れ
と
判
断
し
て
も
妥
当
で

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

(銘）



日
意
上
人
の
出
家
の
年
令
考
を
考
察
す
る
に
、
寛
正
七
年
ダ

側
を
往
見
さ
れ
た
い
。
そ
の
識
語
に
は
生
年
二
十
二
歳
・
藺
九

と
記
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
逆
算
す
る
な
ら
ば
日
意
上
人
の
出

家
年
令
は
十
四
歳
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
文
明
二
年
（
一
四
七
○
）
の
⑫
『
十
如
是
義
』

上
巻
、
⑬
。
⑭
ヨ
流
相
傳
法
門
私
見
間
』
に
は
、
生
年
二
十

七
歳
・
薦
十
一
年
と
記
述
さ
れ
、
『
宗
要
集
要
文
』
胴
・
㈱
・

伽
・
側
と
文
明
三
年
の
書
写
本
の
側
・
帥
・
伽
の
典
籍
に
は
生

年
二
十
八
歳
・
薦
十
二
年
と
見
ら
れ
、
文
明
四
年
の
書
写
本
吻
・

鋤
の
『
一
流
相
傳
法
門
私
見
聞
』
に
は
生
年
二
十
九
歳
・
薦
十

三
年
と
示
め
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
逆
算
す
る

と
出
家
の
年
令
は
十
七
歳
と
な
る
の
で
あ
る
。
日
意
上
人
御
筆

の
典
籍
の
識
語
に
お
い
て
、
年
令
・
繭
の
数
え
方
は
必
ず
し
も

典
籍
の
識
語
に
お
い
て
、
年
令
・
繭
の
数
え
方
は
必
ず
し
も

寛
正
七
年
・

あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

一
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
日
意
上
人
の
年
令
及
び
薦
の
数
え
方
の
相
違
の
問
題
を
、
判
断
し
易
く
す
る
た
め
に
表
を
作
成
す
る
と
別
表
１
の
如
く
に
な
る
。

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

三
、
泰
藝
（
日
意
上
人
）
の
出
家
・
授
戒
の
年
令
考

文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
の
雪
雲
蓬
諏
鯲
Ｅ
典
籍
の
③
・
側
。
⑤
。
⑥
。

表1別

西暦 元 号

(3)～(9)の説

1445年誕生

年令・蘭

1457 康正3．長禄1 14

1458 長禄2 14 1 15

1459 3 15 2 16

1460 4・寛正1 16 3 17 1

1461 寛正2 17 4 18 2

1462 3 18 5 19 3

1463 4 19 6 20 4

1464 5 20 7 21 5

1465 6 21 8 22 6

1466 7．文正1 22 9 23 7

1467 文正2．応仁1 24 8

1468 応仁2 25 9

1469 3・文明1 26 10

1470 文明2 27 11

1471 3 28 12

1472 4 29 13



従
来
の
伝
記
に
お
い
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
宗
門
の
伝
承
と
し
て
日
朝
・
日
意
上
人
の
比
叡
山
同
学
説
を
唱
え
る
こ
と
が
久
し
く
論
ぜ

ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
根
拠
た
る
資
料
を
十
分
に
検
討
し
な
い
ま
ま
に
、
伝
承
と
し
て
何
ら
矛
盾
を
懐
か
ず
今
日
ま
で
来
て
し

ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
、
そ
の
同
学
説
に
対
し
再
検
討
す
べ
き
必
要
が
あ
る
と
考
え
問
題
提
起
を
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
両
師
の
比
叡
山
修
学
の
足
跡
を
明
ら
か
に
し
、
文
献
上
か
ら
同
学
説
の
有
無
を
検
証
し
て
見
た
い
。

日
朝
上
人
と
日
意
上
人
と
の
年
令
差
は
別
表
２
に
見
ら
れ
る
如
く
に
二
二
歳
の
開
き
が
見
え
る
。
日
朝
上
人
が
最
初
に
比
叡
山
に
て
修

学
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
は
嘉
菩
年
間
（
一
四
四
一
’
四
）
で
あ
謙
一
こ
の
時
、
日
意
上
人
は
誕
生
前
後
な
の
で
同
学
説
は
あ
り
得
な

い
。
次
に
日
朝
上
人
が
確
実
に
叡
山
修
学
を
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
文
献
は
真
如
院
日
住
上
人
の
『
与
中
山
浄
院
書
』
に
あ
る
。
寛
正
二
年

（
一
四
六
一
）
四
月
二
十
六
日
身
延
山
久
遠
寺
十
世
日
延
上
人
が
遷
化
さ
れ
、
そ
の
後
董
継
承
者
に
身
延
山
は
日
朝
上
人
を
選
ば
れ
た
。

こ
の
時
、
日
朝
上
人
は
叡
山
で
修
学
中
の
為
、
身
延
山
の
使
者
は
叡
山
の
日
朝
上
人
の
も
と
へ
迎
え
に
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
応
え
て
日

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

こ
の
異
な
る
繭
の
数
え
方
の
違
い
を
ど
う
判
断
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
十
四
歳
を
出
家
の
年
、
十
七

歳
を
授
戒
の
年
と
捉
え
た
い
。
そ
の
根
拠
は
、
資
料
閲
『
宗
要
集
要
文
』
の
書
写
奥
書
に
泰
蕊
生
年
二
十
八
歳
、
戒
十
二
薦
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。
「
泰
藝
生
年
二
十
八
歳
。
戒
十
二
薦
」
と
は
文
字
通
り
に
、
記
歳
の
時
に
は
授
戒
し
て
吃
年
と
い
う
年
月
を
さ
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
従
っ
て
③
～
⑨
の
資
料
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
薦
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
初
め
は
出
家
の
年
か
ら
薦
の
数
え
方
を
出
発
さ
れ
、

後
に
十
七
歳
の
授
戒
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
薦
の
記
述
を
一
本
化
さ
れ
た
と
見
れ
ば
矛
盾
が
な
く
納
得
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

と
考
え
る
の
で
あ
る
。
事
実
そ
の
年
令
の
数
え
方
は
最
晩
年
に
至
る
ま
で
典
籍
⑫
～
鯛
の
基
準
に
そ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
日
朝
・
日
意
上
人
の
比
叡
山
同
学
説
の
疑
義

(認）



で
は
何
故
、
従
来
の
日
意
上
人
伝
は
叡
山
同
学
説
を
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
根
拠
と
伝
承
の
時
期
を
検
証
し
て
み
よ
う
。

そ
の
方
法
は
日
意
上
人
伝
の
古
い
順
に
同
学
説
の
検
討
を
推
し
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
現
在
、
最
古
の
日
意
上
人
伝
資
料
と
見
ら
れ
る
も

の
は
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
○
）
日
意
上
人
滅
後
九
一
年
に
書
か
れ
た
寿
量
寺
八
世
日
祐
上
人
の
『
勢
州
桑
名
妙
延
山
寿
量
寺
記
』
が
挙

げ
ら
れ
詫
矛
『
日
蓮
一
否
示
学
全
書
』
第
二
十
二
巻
（
一
三
一
’
三
頁
）
に
所
収
の
寿
量
寺
文
書
の
「
勢
州
桑
名
妙
延
山
寿
量
寺
縁
起
」
は
、

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
六
月
に
開
山
妙
覚
院
日
饒
上
人
・
開
基
檀
越
樋
口
内
蔵
助
蓬
庵
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
阿
波
徳
島
の
妙
覚
山
寿

量
寺
所
蔵
の
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
は
、
桑
名
市
寿
量
寺
文
書
を
写
し
た
際
に
原
本
と
可
成
り
の
相
違
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
あ

詮
函
）
た
だ
、
内
容
そ
の
も
の
に
は
根
本
的
な
差
は
見
ら
れ
な
い
。
原
本
の
寿
量
寺
文
書
に
お
け
る
両
師
の
関
係
記
述
は
、

ト
モ
リ
ト
リ

リ
ノ
ナ
ル
ヲ
ス
ン
ト
エ
ニ
ニ
テ
ニ
シ
ニ

マ
ニ
テ
ヲ
ル
二

錐
し
然
知
二
身
延
之
日
朝
独
当
時
明
哲
一
而
欲
二
相
見
一
不
し
堪
一
仰
望
一
遥
到
ニ
身
延
一
謁
二
朝
師
一
間
難
三
日
不
し
止
終
蝿
二
疑
難
一
入
二
宗
門
一

と
あ
っ
て
、
叡
山
同
学
説
を
唱
え
て
い
な
い
点
に
注
意
を
払
い
た
い
。
寿
量
寺
文
書
に
お
い
て
日
意
上
人
が
日
朝
上
人
を
ど
の
よ
う
に

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

日
意
上
人
の
叡
山
修
学
が
見
ら
れ
る
資
料
は
、
前
掲
③
～
⑨
の
『
宗
要
集
私
抄
』
十
一
巻
の
書
写
本
で
あ
る
。
寛
正
七
年
（
一
四
六

六
）
二
月
十
六
日
か
ら
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
六
月
十
八
日
で
、
泰
蕊
が
二
二
歳
の
時
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
日
朝
上
人
は
身
延
山
に

住
し
、
ま
た
身
延
入
山
後
の
登
叡
の
資
料
は
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
、
日
意
上
人
関
係
典
籍
三
百
余
巻
を
見
て
も
叡
山
同
学
説
を

朝
上
人
が
下
山
す
る
記
述
が
『
与
中
山
浄
院
萱
文
書
に
見
え
る
の
で
あ
壷
日
朝
上
人
の
叡
山
修
学
の
時
期
は
寛
正
二
年
四
十
歳
の
時

で
あ
っ
て
、
比
企
ケ
谷
妙
本
寺
に
て
法
華
経
講
義
を
さ
れ
た
七
月
中
旬
以
後
の
こ
と
で
あ
誌
↑
日
朝
上
人
の
身
延
晋
山
は
寛
正
三
年
で
あ

る
か
ら
、
叡
山
滞
在
は
実
に
短
期
間
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
又
、
こ
の
時
期
に
日
意
上
人
が
叡
山
に
い
た
と
い
う
確
認
が
で
き
る
資
料

で
あ
っ
て
、
比
企
ケ
谷
妙
圭

る
か
ら
、
叡
山
滞
在
は
実
涯

証
明
す
る
資
料
は
な
い
の
で
あ
る
。

は
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(”）



テ
ヲ

タ
ル
ヤ
ク
ワ

己

一

ワ
テ
ク
レ
ン

吾
朝
尊
者
少
年
之
時
掛
一
臘
削
山
一
美
誉
普
嬉
師
謡
留
沙
彌
研
習
積
レ
年
今
也
。
超
二
得
幾
闘
一
祝
惚
之
間
見
二
一
僧
一
告
日
来
吾
語
ゞ

ヲ
レ
ン
ヲ
ク
ハ
レ
ソ
ノ
ク
ハ
レ
ノ
ナ
リ

テ
テ
、
ヲ
ク
ク
ー

ラ
二

之
来
吾
語
レ
之
師
日
仁
其
誰
乎
。
僧
日
吾
是
身
延
山
主
。
師
夢
醒
邇
疎
企
し
歩
漸
届
二
身
延
一
（
中
略
）
朝
尊
出
二
見
語
一
不
し
亘
二
初
見
一

ヲ
グ
ヲ

ト
シ
テ
シ
ヲ
ク
テ
二
二
リ

ワ
メ
ワ
ノ
ニ

シ
テ

不
し
言
二
煥
寒
一
先
挙
一
一
問
一
法
戦
三
豊
夜
。
師
諮
然
漉
二
蕩
故
垢
一
深
入
二
至
微
一
具
識
一
慈
覚
之
謬
錯
一
更
二
歩
別
頭
芳
厘
一
真
理
悟
徹
感

シ
ム
コ
ト
チ
ニ
テ
ヲ
メ
ヲ
メ
ヲ
リ
ノ
ヲ
プ
ノ
ヲ

涙
無
し
已
。
乃
速
棄
二
葡
業
一
更
レ
衣
更
し
名
削
一
叡
山
籍
一
結
二
師
資
契
一
（
巻
第
十
四
・
十
四
丁
表
・
裏
）

右
の
文
に
よ
る
と
日
意
上
人
は
、
あ
る
時
の
夢
に
一
僧
を
見
る
。
年
来
の
奥
義
を
求
め
る
た
め
に
、
そ
の
僧
の
名
を
問
う
て
身
延
山
日

朝
上
人
と
知
り
て
急
い
で
身
延
山
に
登
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
日
朝
上
人
は
少
年
の
時
、
比
叡
山
に
登
っ
た
事
実
は
見
当
ら
な
い
。

こ
の
点
か
ら
も
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
に
お
け
る
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
記
述
に
関
す
る
信
悪
性
は
、
か
な
り
低
い
価
値
と
い
う
指
摘
は

容
認
で
き
る
も
の
で
あ
誌
↑
そ
れ
で
も
、
こ
の
江
戸
時
代
の
時
期
の
伝
記
上
に
お
い
て
な
お
、
日
朝
・
日
意
上
人
の
比
叡
山
同
学
説
は
主

内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

し
て
知
り
得
た
の
か
、
そ
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
当
時
の
我
が
宗
門
の
明
哲
は
日
朝
上
人
の
他
に
、
慶
林
坊
日
隆
上
人
・
久
遠
成
院
日

親
上
人
・
真
如
院
日
住
上
人
が
い
た
。
日
隆
上
人
は
日
意
上
人
が
本
宗
に
改
衣
す
る
以
前
の
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
八
一
歳
で
遷
化
し

て
い
る
。
日
親
上
人
は
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
八
一
歳
ま
で
生
き
る
が
、
行
動
派
な
る
が
故
に
そ
の
生
涯
は
波
乱
万
丈
に
て
日
意
上
人

と
の
接
点
が
見
い
だ
し
に
く
い
。
日
住
上
人
は
京
都
一
致
派
教
学
の
学
匠
で
あ
る
。
関
東
に
下
向
す
る
こ
と
寛
正
三
年
・
文
明
三
年
・
文

明
六
年
の
三
度
見
え
る
（
北
川
前
肇
氏
『
日
蓮
一
審
雷
筐
日
住
の
項
・
六
○
九
頁
）
が
殆
ん
ど
京
都
に
居
住
し
、
文
明
一
八
年
（
一
四
八

六
）
八
一
歳
で
遷
化
す
。
日
朝
上
人
が
在
京
の
折
、
住
師
よ
り
学
ぶ
程
に
そ
の
名
声
は
高
い
。
そ
の
日
住
上
人
を
尋
ね
な
い
で
日
朝
上
人

門
下
と
な
っ
た
の
は
、
何
等
か
の
縁
あ
っ
て
の
理
由
か
。
例
え
ば
、
久
遠
寺
日
朝
上
人
の
門
人
と
泰
蕊
（
日
意
上
人
）
が
、
天
台
談
義
所

で
接
触
す
る
錘
壁
云
が
あ
っ
た
と
諏
矛
し
か
し
今
は
、
そ
の
推
測
を
裏
付
け
る
資
料
を
見
い
だ
せ
な
い
。

次
に
古
い
資
料
は
、
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
に
成
立
し
た
日
潮
上
人
の
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
で
あ
る
。
両
師
に
関
す
る
記
述
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張
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
に
古
い
資
料
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
明
治
三
三
年
の
安
田
貞
教
編
『
関
西
身
延
妙
傳
寺
誌
全
』
で
あ
る
。
日
意
上
人
を
し
て
、

「
初
天
台
宗
の
翅
楚
に
し
て
叡
山
の
学
頭
た
り
」
（
五
頁
）
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
も
の
の
、
概
ね
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
説
の
紹
介
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
（
前
掲
書
一
’
六
頁
右
）
。

で
は
、
い
つ
頃
か
ら
日
朝
・
日
意
上
人
の
比
叡
山
同
学
説
を
唱
え
だ
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
最
初
に
見
え
る
文
献
は
大
正
十
一
年
（
一

九
二
二
）
『
日
蓮
一
否
示
学
全
書
』
第
十
五
巻
所
収
（
二
頁
）
の
「
日
朝
上
人
略
傳
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
挙
げ
る
と
、
次
の

通
り
で
あ
る
。

既
に
し
て
上
人
の
学
誉
道
風
は
遠
近
に
高
く
、
求
道
の
士
四
方
よ
り
雲
集
す
。
叡
山
同
学
の
茜
知
天
台
の
僧
勢
州
桑
名
妙
蓮
寺
主

来
っ
て
師
資
の
道
契
を
結
び
、
名
を
日
意
と
改
め
し
も
蓋
し
こ
の
頃
な
る
が
如
嘩
↑

右
の
如
く
、
叡
山
同
学
の
旧
知
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
典
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
「
日
朝
上
人
略
傳
」
の
一
年
半

後
の
大
正
十
二
年
八
月
『
身
延
山
史
』
（
八
六
頁
）
に
も
次
の
様
に
、
か
っ
て
叡
山
同
学
の
友
と
論
ず
る
の
で
あ
る
が
、
残
念
乍
ら
こ
れ

も
、
そ
の
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

当
時
身
延
朝
上
の
学
誉
を
伝
え
聞
き
、
嘗
て
叡
山
同
学
の
友
な
り
し
を
頼
り
、
延
山
に
登
り
て
朝
師
を
訪
ひ
大
に
角
論
し
、
終
に
旧

業
を
棄
て
衣
を
更
め
、
朝
師
と
師
資
の
契
を
結
ぶ
。

以
後
、
こ
の
叡
山
同
学
説
は
宗
門
に
お
い
て
伝
承
で
あ
る
と
称
し
、
多
く
の
学
者
等
は
そ
の
ま
ま
論
ぜ
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の

諸
論
文
を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
恩
師
室
住
一
妙
先
生
は
『
身
延
文
庫
略
沿
革
』
に

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

寛
正
三
年
更
に
日
延
上
人
の
嘱
を
真
け
て
、
身
延
山
の
法
燈
を
継
ぐ
。
上
人
時
に
四
十
一
歳
な
り
。
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右
の
ヨ
帖
抄
見
函

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
よ
う
に
伝
承
と
し
て
両
師
の
比
叡
山
同
学
説
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
昭
和
四
十
年
・
五
十
年
。
六
十
年
代
に
至
る
と
、

そ
の
伝
承
を
前
提
と
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
く
の
で
あ
る
。

田
村
完
誓
「
身
延
文
庫
所
蔵
の
中
古
天
台
口
伝
文
献
に
つ
い
て
」
で
は
、

日
意
は
も
と
泰
藝
と
称
し
て
、
金
讃
の
榮
源
の
門
に
あ
っ
た
が
叡
山
で
は
日
朝
と
同
学
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
諏
犀

昭
和
五
六
年
の
『
日
蓮
宗
事
典
』
「
日
意
」
項
の
執
筆
者
は
、
次
の
様
な
記
述
を
さ
れ
て
い
る
。

日
意
は
も
と
天
台
宗
の
学
僧
で
、
伊
勢
桑
名
の
妙
蓮
寺
の
主
で
あ
っ
た
が
、
日
朝
と
は
比
叡
山
同
學
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
学
徳
を
慕
っ

て
身
延
に
至
り
、
日
朝
に
従
っ
て
改
衣
し
…
…
（
五
七
三
頁
）

傳
に
よ
る
と
、
師
は
叡
山
に
遊
学
し
て
朝
上
と
同
学
、
僚
友
っ
い
に
衣
を
更
め
て
師
資
の
禮
を
執
誌
↑

執
行
海
秀
『
日
蓮
宗
教
学
史
』
昭
和
二
七
年
に

日
意
は
も
と
泰
藝
と
称
し
て
、
金
讃
の
榮
源
（
豪
海
の
資
）
の
門
に
あ
っ
た
が
、
叡
山
で
は
日
朝
と
同
学
で
あ
っ
た
と
傳
へ
ら
れ
、

そ
の
著
に
一
帖
抄
見
聞
が
あ
る
（
八
三
頁
）
。

右
の
ヨ
帖
抄
見
聞
』
は
元
来
、
恵
心
流
の
七
箇
口
伝
法
門
で
あ
る
か
ら
、
著
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
、
書
写
本

昭
和
三
九
年
の
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
日
蓮
教
団
全
史
上
』
に
は
、

日
意
は
始
め
天
台
の
人
、
伊
勢
桑
名
の
妙
蓮
寺
の
主
で
あ
っ
た
が
、
日
朝
と
は
叡
山
同
学
と
伝
え
、
そ
の
学
徳
を
慕
う
て
身
延
に
至

り
改
衣
し
寺
を
寿
量
寺
と
改
め
た
。
の
ち
日
朝
の
命
を
う
け
て
上
洛
し
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
一
条
尻
切
屋
町
に
妙
伝
寺
を
た
て
…
…

（
同
三
○
九
頁
）
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と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
管
見
す
る
と
こ
ろ
の
叡
山
同
学
説
を
煩
雑
さ
を
厭
わ
ず
列
挙
し
て
見
た
の
で
あ
る
が
、
林
氏
以
外

は
凡
て
、
考
証
の
根
拠
を
も
示
さ
ず
恰
も
古
く
か
ら
の
伝
承
の
よ
う
に
、
叡
山
同
学
説
を
論
じ
て
い
る
の
が
現
状
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
検
証
を
重
ね
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
叡
山
同
学
説
は
古
い
伝
承
で
は
な
く
、
突
如
と
し
て
大
正
時
代
に
初
め
て
言
い
だ
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
し
か
も
何
ら
資
料
的
根
拠
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
置
き
た
い
。
従
っ
て
、
同
時
に
再
検
討
さ
れ
る
べ

き
余
地
が
あ
る
こ
と
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
林
氏
の
推
測
の
立
脚
点
の
一
は
『
身
延
山
史
』
等
の
叡
山
同
学
説
の
伝
承
を
踏
ま
え
た

上
で
、
そ
の
補
強
を
試
み
た
推
測
の
考
証
で
あ
る
が
前
述
の
如
く
、
同
学
説
を
裏
付
け
る
可
能
な
る
資
料
は
現
状
で
は
見
い
だ
せ
な
い
の

で
あ
る
。
別
表
２
の
関
係
略
年
表
に
見
る
が
如
く
、
同
学
説
に
つ
い
て
は
寧
ろ
困
難
さ
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
第
二
の
立
脚
点
で
あ

る
と
こ
ろ
の
寿
量
寺
文
書
の
文
明
元
年
改
衣
説
を
前
提
に
し
た
視
点
に
つ
い
て
も
、
後
述
す
る
理
由
か
ら
筆
者
は
寿
量
寺
文
書
そ
の
も
の

文
明
元
年
の
記
述
内
容
に
疑
念
を
懐
く
の
で
あ
る
。

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

林
是
管
氏
は
昭
和
六
○
年
に
「
身
延
山
と
関
西
身
延
妙
伝
寺
」
に
て
、

日
意
は
円
教
院
と
号
し
、
も
と
天
台
の
学
僧
で
、
身
延
十
一
世
日
朝
と
は
比
叡
山
同
学
と
伝
え
ら
れ
、
伊
勢
桑
名
の
妙
蓮
寺
の
主
で

あ
っ
た
。
…
…
日
朝
が
身
延
の
法
灯
を
継
承
し
た
の
は
寛
正
三
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
は
比
叡
山
を
は
じ
め
処
々
へ
遊

学
し
て
い
る
。
そ
の
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
泰
芸
も
寛
正
七
年
に
は
横
川
で
修
学
中
で
あ
っ
て
、
両
者
が
比
叡
山
で
同
学
で

あ
っ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
寿
量
寺
の
所
伝
に
よ
れ
ば
、
妙
蓮
寺
が
寿
量
寺
と
改
め
ら
れ
た
の
は
文
明
元
年
の
こ
と
で
あ
る
と

い
う
。
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
泰
芸
が
日
朝
の
門
に
投
じ
た
の
は
こ
の
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
前
後
泰
芸
は
比
叡
山
を
出
て
若

狭
国
そ
し
て
武
蔵
国
金
鍍
寺
へ
と
諸
国
を
遊
学
し
て
い
る
。
そ
の
途
次
身
延
に
日
朝
を
訪
ね
教
え
を
請
う
機
会
が
あ
る
い
は
あ
っ
た

（
胸
）

か
も
知
れ
な
い
…
…
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別表2 関係略年表

へ

恵
一

18才2月24日田浸

4月26日身延

6月22日から7

去華経を講談す

この年、比叡山

身延山より日朝

ｳf比叡山に迎え

（真如日住『

仏超駒において法談する“

hlO世観行院日延上人遷ｲﾋ

ﾖ中旬一比企ケ谷妙本寺に

西暦 元号 行学院日朝上人 円教院日意上人

1422応永29年 1月5日 伊豆宇佐美に生まれる

1429正長2年 4月28日出家する 8才

1440永享12年 4月武蔵国仙波談林に学ぶ 19才

1441永享13年嘉吉元年

(改元2月17日）

4月 〃 〃 20才

1442嘉吉2年 8月2日 佐渡零跡を巡拝する 21才

1443嘉吉3年 4月・8月仙波談林に学ぶ 22才

1444嘉吉4年・文安元年

(改元2月5日）

5月10日 〃 〃 23才

※嘉吉年間（20才～23才）に京都に遊学する

この年生まれる

1457康正3年・長禄元年

(改元9月28日）

36才 天台宗にて出家して泰蕊と名乗るか 14才

1460長禄4年・寛正元年

(改元12月21日）

39才 天台宗の僧として受戒するか 17才
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寿
量
寺
文
書
に
よ
れ
ば
、
日
意
上
人
の
改
衣
は
二
六
歳
の
文
明
元
年
と
い
う
。
前
述
の
泰
藝
（
日
意
上
人
）
の
出
家
・
授
戒
の
年
令
考

で
論
じ
た
側
か
ら
鯛
の
書
写
本
の
識
語
を
往
見
し
て
ほ
し
い
。
日
意
上
人
が
天
台
宗
学
僧
時
代
に
天
台
教
学
の
奥
義
を
極
め
る
為
に
方
々

の
談
義
所
を
遍
歴
し
、
如
何
に
努
力
を
重
ね
て
学
ん
で
来
た
か
、
そ
の
事
実
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
諏
犀
ま
た
注
（
卯
）
の
内
容
か
ら
二

六
歳
以
降
の
足
跡
を
検
証
す
る
と
、
二
七
歳
文
明
二
年
武
州
金
鏑
談
義
所
学
頭
、
一
乗
院
の
榮
舜
よ
り
『
初
発
真
住
抄
』
初
重
（
教
重
）

の
相
承
を
受
け
、
七
月
若
狭
国
小
浜
普
門
寺
に
行
き
『
十
如
是
義
』
を
書
写
し
、
十
月
再
び
金
錨
談
義
所
に
戻
り
学
頭
権
少
僧
都
榮
源
よ

り
恵
心
流
七
箇
口
伝
法
門
の
初
重
『
一
流
相
傳
法
門
』
（
一
帖
抄
）
を
相
伝
す
る
。
二
八
歳
文
明
三
年
榮
源
よ
り
第
二
重
（
行
重
）
の
『
中

行
傳
罠
中
行
傳
抄
冨
二
秘
聞
書
嶌
塔
中
口
授
』
を
相
承
し
・
二
九
歳
文
明
四
年
四
月
十
一
日
榮
源
よ
り
、
つ
い
に
第
三
重
『
深
秘
見
團

（
證
重
唯
授
一
人
）
の
相
承
を
受
け
て
、
念
願
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
天
台
宗
一
流
の
長
者
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
の
で
あ
諏
壷
当
時
の
中

古
天
台
の
多
く
の
学
僧
達
の
談
義
所
遍
歴
の
目
的
は
尾
上
寛
仲
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
流
の
学
匠
と
な
っ
て
比
叡
山
に
お
い

て
天
台
論
義
の
竪
者
を
勤
め
る
こ
と
を
望
ま
れ
る
人
が
多
か
っ
た
と
云
亨
準
そ
こ
で
、
一
天
歳
改
衣
説
の
前
提
に
立
つ
と
泰
藝
は
末
寺
十

一
ヶ
房
を
擁
す
る
台
門
の
刹
場
で
あ
る
妙
蓮
寺
住
職
の
地
位
を
捨
て
、
日
蓮
宗
の
日
朝
上
人
の
も
と
に
弟
子
入
り
を
し
て
、
な
お
且
つ
所

化
の
立
場
で
天
《
呈
示
の
奥
義
を
極
め
る
た
め
に
談
義
所
を
遍
歴
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
台
門
の
学
頭
が
、
唯
授
一
人
の
観
心
主
義

の
極
意
た
る
第
三
重
の
血
脈
口
伝
相
承
の
法
門
と
い
う
天
台
一
宗
の
惣
付
嘱
を
果
た
し
て
、
他
門
徒
の
日
意
上
人
に
相
承
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
か
否
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
論
ご
削
述
す
書
写
奥
書
に
泰
藝
の
名
は
二

十
九
歳
ま
で
見
ら
れ
た
。
よ
っ
て
寿
量
寺
文
書
の
「
維
時
文
明
元
己
丑
年
也
」
と
い
う
記
述
の
二
六
歳
改
衣
説
を
鵜
呑
み
に
で
き
な
い
。

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

五
、
日
意
上
人
の
改
衣
の
時
期
の
問
題
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注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

こ
の
点
か
ら
『
日
蓮
一
審
諾
蓬
「
日
意
」
項
の
執
筆
者
が
文
明
元
年
説
の
「
日
意
の
改
衣
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
更
に
検
討
の
余
地
が

あ
ろ
う
」
（
五
七
四
頁
）
と
問
題
提
起
を
さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
同
意
し
た
い
。
さ
て
、
日
意
上
人
の
改
衣
の
推
定
の
手
掛
か
り
を
求
め

る
と
、
先
の
『
日
蓮
一
審
認
逵
に
は
「
な
お
文
明
八
年
の
写
本
に
は
日
意
の
銘
が
見
え
る
」
と
述
べ
、
林
是
智
先
生
は
「
日
意
と
名
の
る

初
見
は
文
明
七
年
の
こ
と
で
あ
る
」
と
更
に
一
年
、
早
め
ら
れ
て
い
る
。
文
明
八
年
の
写
本
・
文
明
七
年
の
写
本
の
執
れ
も
が
身
延
文
庫

所
蔵
の
日
意
上
人
御
筆
の
書
写
本
で
あ
る
。

此
の
度
、
筆
者
は
『
本
山
妙
傳
寺
資
料
鑑
』
の
編
集
に
携
わ
り
、
身
延
文
庫
所
蔵
の
日
意
上
人
典
籍
関
係
二
百
三
十
巻
を
拝
見
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
『
懐
中
随
身
抄
』
第
四
下
の
害
写
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
一
丁
表
の
内
題
に
は
「
手
中
抄
」
第
四
と
あ
り
、
全
体
の
分

量
は
扉
紙
を
入
れ
て
六
十
一
丁
で
あ
る
。
比
叡
山
東
塔
の
無
動
寺
谷
圓
海
の
法
華
経
講
義
の
所
持
本
を
書
写
し
た
も
の
で
、
内
容
は
神
力

品
下
か
ら
の
口
決
を
述
べ
、
神
力
・
嘱
累
の
付
属
、
十
四
丁
よ
り
観
音
面
授
の
口
決
、
三
五
丁
か
ら
玄
義
・
文
句
の
口
伝
、
四
六
丁
か
ら

五
種
妙
行
の
口
伝
、
四
教
五
時
口
決
が
書
か
れ
、
恵
心
流
の
杉
生
流
深
秘
口
伝
（
證
聞
の
大
事
）
が
見
え
る
。
六
十
丁
書
写
奥
書
の
識
語

文
明
第
五
天
醒
四
月
升
九
日
巳
時
書
了

久
遠
寺
門
人
日
意

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
身
延
文
庫
に
は
『
懐
中
随
身
抄
』
四
巻
の
下
し
か
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
書
写
を
終
え
た
文
明

五
年
四
月
二
九
日
の
時
は
、
既
に
日
意
と
名
乗
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
期
に
は
日
朝
上
人
の
弟
子
と
な
っ
て
い
た
事
実
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
も
う
一
度
『
勢
州
桑
名
妙
延
山
寿
量
寺
記
』
（
桑
名
市
寿
豊
寺
所
蔵
）
文
書
の
次
の
文
を

に
は
、
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テ
ニ
ノ

ー
キ
ヲ

一
一

於
レ
是
叡
山
之
僧
徒
大
拝
一
怨
嫉
一
、
（
文
明
）
同
五
奨
巳
壬
ハ
月
急
鼠
飛
而
融
拠
罫
鼠
、
寺
坊
檀
越
等
屡
拒
屡
戦
、
闘
課
既
両
日
、

キ
フ

ニ
ノ
ー

當
此
時
回
教
房
日
敬
・
真
蔵
房
日
登
・
華
光
房
日
能
・
戒
行
房
日
玄
・
大
泉
房
日
順
・
蓮
行
房
日
清
・
三
位
日
重
・
兵
部
卿
日
盛
・

マ
シ
ワ
フ
ワ

テ
ワ
ル

ク
ル
ト

樋
口
蓮
信
聴
馴
唾
・
青
柳
新
四
郎
評
熱
赫
士
等
戦
死
》
樋
口
氏
之
士
勵
レ
勇
追
二
山
僧
一
、
山
僧
放
し
火
去
、
一
山
悉
為
二
焦
土

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
叡
山
僧
徒
の
急
な
六
月
襲
撃
事
件
は
日
意
上
人
の
改
衣
の
問
題
と
脈
絡
的
に
関
連
し
て
い
る
と
見
る
こ
と

が
妥
当
で
あ
る
。
そ
う
い
う
視
点
か
ら
、
こ
の
事
件
は
文
明
五
年
四
月
二
九
日
頃
に
日
意
上
人
が
天
台
宗
を
改
め
、
身
延
山
日
朝
上
人
の

弟
子
と
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
叡
山
僧
徒
の
報
復
行
為
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
諭
崎
は
、
筆
者
も
首
肯
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

マ
ニ
テ
ヲ
ル
ー

日
意
上
人
の
改
衣
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
寿
量
寺
文
書
に
「
問
難
三
日
不
し
止
終
拠
二
疑
難
一
入
二
宗
門
一
」
、
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
に

テ

ー
ー

ス
ル
ニ
ヲ
シ
テ
ス
ト
シ
テ
シ
ワ
ク
リ
二
二
ル

は
「
至
二
慈
覚
大
師
理
同
事
勝
之
説
一
疑
滞
不
し
少
決
し
之
無
し
人
而
過
…
…
法
戦
三
豊
夜
師
諮
然
漉
二
蕩
故
垢
一
深
入
二
至
微
一
具
識
二
慈
覚

ヲ

之
謬
錯
一
」
と
い
う
、
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
天
台
教
学
上
の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
日
蓮
教
団
全
史
上
』
（
三

○
九
頁
）
と
『
日
蓮
宗
事
典
』
（
七
三
頁
）
で
は
「
日
朝
と
は
叡
山
同
学
と
伝
え
、
そ
の
学
徳
を
慕
う
て
身
延
に
至
り
」
日
朝
上
人
に

従
っ
て
改
宗
し
た
と
述
べ
理
由
が
見
ら
れ
な
い
が
、
筆
者
は
、
妙
傳
寺
所
蔵
日
意
上
人
書
写
本
の
『
止
観
法
華
大
意
』
の
書
写
奥
書
の

二
ク
ニ
ブ
ハ
ノ
ナ
リ
ス
ニ
ヲ
〆
ル
ヲ

識
語
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
私
云
常
学
者
天
台
宗
習
慣
、
法
門
之
任
二
得
意
一
虚
、
誇
法
罪
障
間
二
改
レ
之
一
」
と
い
う
文
に
関
心
を
寄
せ
る
の

で
あ
る
。
日
朝
上
人
の
弟
子
と
な
っ
た
理
由
の
一
つ
に
は
誇
法
罪
障
を
改
め
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
推
量
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
の
円
教
院
日
意
上
人
伝
研
究
に
関
す
る
諸
論
文
に
お
い
て
は
、
日
意
上
人
の
誕
生
・
出
家
・
授
戒
の
年
令
考
等
の
考
察
は
未
だ
試

み
ら
れ
て
い
な
い
。
日
意
上
人
の
誕
生
を
知
る
手
懸
か
り
は
、
日
意
上
人
御
筆
の
書
写
奥
書
の
識
語
か
ら
逆
算
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

六
、
む
す
び
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身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

あ
る
が
、
然
し
そ
れ
に
も
こ
説
見
ら
れ
た
。
日
意
上
人
自
身
が
後
年
に
『
止
観
法
華
大
意
』
一
巻
（
一
四
丁
）
書
写
奥
書
の
識
語
に
示
し

た
「
於
京
都
一
条
弘
通
所
妙
傳
寺
生
年
五
十
四
書
了
明
應
六
年
丁
巳
五
月
廿
七
日
巳
剋
斗
書
之
日
意
在
御
判
」
の
五
四
歳
が
別
表
１
の

一
四
四
四
年
説
を
述
べ
る
二
七
歳
ヨ
流
相
傳
法
門
私
見
間
』
書
写
奥
書
の
識
語
と
そ
れ
以
降
の
識
語
と
も
合
致
す
る
。
従
っ
て
、
晩
年

に
至
る
ま
で
一
貫
さ
れ
た
生
年
令
か
ら
逆
算
し
て
、
そ
の
誕
生
は
一
四
四
四
年
と
判
断
し
て
間
違
い
な
い
。
一
方
、
薦
の
数
え
方
に
も
二

説
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
出
家
時
と
授
戒
時
か
ら
の
数
え
方
と
見
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
題
の
解
決
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

叡
山
同
学
説
の
問
題
は
既
に
検
証
し
た
如
く
、
ま
た
別
表
２
に
見
ら
れ
る
通
り
両
師
の
同
学
を
裏
付
け
る
足
跡
は
見
当
ら
な
い
。
同
学

説
は
突
如
と
し
て
大
正
十
一
年
に
言
い
だ
さ
れ
、
然
も
そ
の
根
拠
は
不
明
の
ま
ま
に
今
日
に
お
い
て
も
、
伝
承
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

の
問
題
指
摘
を
試
み
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
日
意
上
人
の
改
衣
の
時
期
も
、
『
懐
中
随
身
抄
』
に
基
づ
く
と
従
来
の
説
よ

り
も
早
い
文
明
五
年
四
月
二
九
日
以
前
と
論
証
す
る
こ
と
が
で
き
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
日
意
上
人
伝
の
本

格
的
な
研
究
は
寧
ろ
、
こ
れ
か
ら
で
あ
ろ
う
と
実
感
し
て
い
る
。
更
に
、
今
後
は
三
百
点
余
の
典
籍
の
解
読
が
進
む
に
つ
れ
、
よ
り
一
層

円
教
院
日
意
上
人
の
顕
彰
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
存
在
の
重
要
さ
が
認
識
さ
れ
て
い
く
も
の
と
覚
え
る
の
で
あ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

円
教
院
日
意
・
行
学
院
日
朝
・
身
延
文
庫
・
意
師
目
録
・
日
意
上
人
著
述
目
録

註
（
１
）
身
延
山
久
遠
寺
編
『
身
延
山
史
』
六
三
’
八
七
頁
。
影
山
尭
雄
『
日
蓮
教
団
史
概
説
」
四
五
’
六
頁
。
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
日
蓮

教
団
全
史
上
』
三
一
○
頁
。
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（
２
）
桑
名
市
寿
量
寺
所
蔵
『
勢
州
桑
名
山
妙
延
山
寿
量
寺
記
』
に
円
教
院
日
意
上
人
は
天
台
宗
の
刹
場
妙
蓮
寺
の
貫
首
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

寿
量
寺
縁
起
に
は
泰
藝
の
名
前
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
身
延
山
久
遠
寺
「
身
延
文
庫
」
所
蔵
の
日
意
上
人
書
写
本
に
は
泰
蕊
と
い
う
名
前
が

数
十
見
え
る
。
漣
て
泰
墓
の
名
は
久
遠
寺
門
人
日
意
と
改
名
さ
れ
て
い
る
書
写
本
が
存
在
す
。
現
存
す
る
泰
蔑
・
日
意
上
人
の
著
述
本
・
書
写
本

に
は
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
三
○
一
頁
に
言
う
と
こ
ろ
の
法
鏡
の
字
を
現
時
点
で
は
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
『
身
延
山
』
八
六
頁
に
も

日
意
上
人
の
字
を
法
鏡
と
い
う
が
、
そ
の
典
拠
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

（
３
）
前
掲
『
勢
州
桑
名
妙
延
山
寿
迅
寺
記
」
。
「
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
三
○
一
頁
。

（
４
）
拙
稿
「
開
山
円
教
院
日
意
上
人
伝
」
（
桑
名
貫
正
・
望
月
真
澄
共
編
『
本
山
妙
傳
寺
資
料
鑑
』
所
収
一
四
九
頁
に
於
て
妙
傳
寺
の
開
創
を
『
身

延
山
史
』
（
八
六
’
七
頁
）
の
説
に
従
い
文
明
九
年
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
再
考
を
重
ね
た
と
こ
ろ
、
『
日
蓮
教
団
全
史
上
』
（
三
○
九
頁
）
の
文

明
七
年
説
が
妥
当
と
考
え
、
文
明
七
年
に
訂
正
し
た
い
。

（
５
）
日
意
上
人
の
『
蔵
書
目
録
』
の
「
高
祖
御
筆
御
書
註
文
」
は
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
三
巻
に
、

『
大
聖
人
御
篭
目
録
』
（
身
延
意
師
目
録
・
二
七
四
二
’
五
頁
）
と
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
。
「
台
教
聖
教
注
文
日
意
所
持
本
」
は
、
前
掲
書
『
本

山
妙
傳
寺
資
料
鑑
」
一
八
○
頁
’
三
頁
に
掲
戦
し
た
の
で
参
照
し
て
ほ
し
い
。

（
６
）
影
山
尭
雄
編
『
新
編
日
蓮
宗
年
表
』
一
三
九
頁
。

（
７
）
拙
稿
「
開
山
円
教
院
日
意
上
人
伝
」
（
前
掲
『
本
山
妙
傳
寺
資
料
鑑
』
所
収
）
一
二
四
’
五
頁
。

（
８
）
拙
稿
「
開
山
円
教
院
日
意
上
人
著
述
目
録
」
（
前
掲
『
本
山
妙
傳
寺
資
料
鑑
』
所
収
）
一
七
五
’
八
八
頁
。

ノ

；

（
９
）
「
日
蓮
一
琶
不
学
全
書
」
第
十
六
巻
に
「
日
朝
在
京
之
時
嘉
吉
年
中
マ
デ
ハ
醍
醐
ノ
炎
魔
堂
ノ
壁
二
此
壷
盲
之
云
云
」
（
七
四
頁
）
の
文
が
見
え

る
こ
と
か
ら
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
然
し
比
叡
山
に
行
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
、
そ
の
可
能
性
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。

（
加
）
日
住
『
与
中
山
浄
光
院
書
』
（
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
十
八
巻
所
収
・
八
一
頁
）
往
見
。

（
ｕ
）
室
住
一
妙
恩
師
「
行
学
院
日
朝
上
人
』
四
三
頁
。
日
延
上
人
遷
化
の
時
期
に
つ
い
て
は
寛
正
二
年
説
（
『
新
編
日
蓮
宗
年
表
』
二
九
頁
）
と
寛

正
三
年
説
（
『
日
蓮
教
団
全
史
上
」
三
○
七
頁
）
が
あ
る
。
こ
の
相
違
は
、
日
朝
上
人
の
身
延
晋
山
の
寛
正
二
年
説
（
『
身
延
山
史
」
六
三
頁
）
と

寛
正
三
年
説
（
『
日
蓮
教
団
全
史
上
』
三
○
八
頁
）
の
問
題
と
絡
ん
で
い
る
。
執
れ
に
し
て
も
寛
正
二
、
三
年
頃
に
お
け
る
両
師
の
比
叡
山
同
学

説
を
裏
付
け
る
資
料
は
な
い
の
で
あ
る
。

（
腿
）
本
論
文
の
引
用
の
桑
名
市
寿
通
寺
所
蔵
「
勢
州
桑
名
妙
延
山
寿
量
寺
記
」
は
身
延
山
大
学
図
書
館
所
蔵
の
日
蓮
一
否
不
宝
調
査
資
料
に
よ
る
。

身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）
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身
延
山
十
二
世
円
教
院
日
意
上
人
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
（
桑
名
）

（
咽
）
原
本
の
桑
名
寿
量
寺
文
書
と
阿
波
徳
島
寿
量
寺
文
書
を
対
照
す
る
と
、
原
本
を
書
写
す
る
際
に
生
じ
た
相
違
が
阿
波
の
方
に
は
次
の
如
く
見
ら

れ
る
。
字
の
違
い
が
二
十
一
字
、
削
除
が
八
字
。
挿
入
が
十
八
字
、
文
章
上
の
文
脈
の
移
動
箇
所
の
相
違
が
四
ヶ
所
見
え
る
。

（
皿
）
尾
上
寛
中
「
関
東
の
天
台
宗
談
義
所
（
中
）
」
（
『
金
澤
文
庫
研
究
」
第
十
六
巻
四
号
所
収
）
一
四
’
五
頁
に
身
延
山
か
ら
仙
波
談
義
所
に
智
蔵

房
・
河
内
公
の
遊
学
が
見
え
る
。
日
意
上
人
が
天
台
宗
一
流
の
長
者
と
な
っ
て
、
改
衣
す
る
ま
で
余
り
に
も
短
期
間
な
こ
と
を
考
え
る
と
恐
ら
く

は
日
朝
上
人
門
下
の
誰
れ
か
と
日
意
上
人
と
接
触
が
あ
り
、
天
台
教
学
に
大
き
な
疑
念
を
も
た
ら
す
契
機
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
資
料
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
巧
）
冠
賢
一
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
の
解
説
（
雄
山
閣
「
日
本
仏
教
典
籍
事
典
』
所
収
・
四
八
九
頁
）
を
往
見
さ
れ
た
い
。

（
妬
）
同
書
は
『
日
蓮
一
否
不
学
全
書
』
第
一
巻
所
収
の
「
刊
行
会
誌
」
（
五
頁
）
に
よ
る
と
富
田
海
音
・
稲
田
海
素
・
浅
井
要
麟
・
影
山
尭
雄
編
輯
で

大
正
十
一
年
二
月
十
六
日
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。

（
Ⅳ
）
恩
師
室
住
一
妙
先
生
『
身
延
文
庫
略
沿
革
』
一
八
頁
、
昭
和
十
八
年
八
月
。

（
岨
）
田
村
完
誓
「
身
延
文
庫
所
蔵
の
中
古
天
台
口
伝
文
献
に
つ
い
て
」
（
『
中
村
元
博
士
還
暦
記
念
論
集
イ
ン
ド
思
想
と
仏
教
」
所
収
・
六
五
○
頁
）

（
岨
）
林
是
晋
「
身
延
山
と
関
西
身
延
妙
伝
寺
」
（
渡
辺
宝
賜
編
『
法
華
仏
教
の
仏
陀
論
と
衆
生
論
』
所
収
）
五
五
四
’
五
頁
。

（
釦
）
泰
蕊
の
談
義
所
遍
歴
の
詳
細
は
拙
稿
「
開
山
円
教
院
日
意
上
人
伝
」
（
前
掲
香
一
三
二
’
四
六
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

テ
ノ
ワ
ス
ル
ワ
チ
ノ
ト
ス
ル

（
別
）
第
三
重
の
口
伝
相
承
者
に
つ
い
て
は
『
恵
心
流
教
重
相
承
私
妙
』
に
お
い
て
「
価
此
三
重
血
脈
帯
以
一
流
長
者
也
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る

（
上
杉
文
秀
『
日
本
天
台
史
続
」
所
収
・
八
一
五
頁
）
。

（
犯
）
尾
上
寛
仲
「
中
古
天
台
に
於
け
る
談
義
所
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
八
巻
第
一
号
・
二
五
七
頁
）
。
『
叡
山
学
報
」
復
刊
第
一
号
二
六
頁
。

（
羽
）
大
久
保
良
順
「
恵
檀
流
兼
学
（
雑
伝
）
の
様
相
」
（
塩
入
良
道
先
生
追
悼
輪
文
集
刊
行
会
編
『
塩
入
良
道
先
生
追
悼
論
文
集
天
台
思
想
と
東

ア
ジ
ア
文
化
の
研
究
』
所
収
）
三
○
七
’
三
二
三
頁
。
に
て
「
夢
々
他
見
を
な
す
べ
か
ら
ず
」
等
と
見
ら
れ
る
識
語
は
、
一
つ
の
筆
写
の
形
式

と
見
ら
れ
る
と
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
唯
授
一
人
も
そ
う
な
の
か
と
推
定
さ
れ
る
が
、
し
か
し
桑
名
寿
迅
寺
へ
の
叡
山
僧
徒
の

文
明
五
年
六
月
襲
撃
事
件
の
一
件
は
、
後
述
す
る
が
如
く
日
意
改
衣
に
対
す
る
報
復
行
為
で
あ
っ
た
か
ら
、
日
意
の
文
明
元
年
二
六
歳
改
衣
説

は
早
や
す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。

（
別
）
「
日
蓮
教
団
全
史
上
』
三
○
六
頁
。

昭
和
蛆
年
。
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